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１ 水道料金について

深谷市の水道料金は、定額の基本料金と、使用した水
量ごとの従量料金からなっている。
基本料金は、メーターの口径が大きくなるほど高く、

従量料金は、水が限られた資源であることから、使用
水量が多くなるほど1立方メートル当たりの単価を高く
し、節水を促す料金体系としている。

１



水道料金の算定方法

２

水道料金

（参考）
※１３ミリメートルの量水器を設置、１か月間で２０㎥使用することを想定
基本料金 ５５０円 ＋ 従量料金 ２，２８８円 ＝ ２，８３８円



２ 水道料金の現状

水道事業における経営
深谷市のみならず、すべての水道事業の経営は、

「水道料金や企業債の発行、並びに補助金等の経営に伴う収入
をもって企業運営に要する経費をねん出しなければならない」

とされている。
（地方公営企業法 第十七条の二第二項）

＝ 独立採算制の原則

３
独立採算の原則　　　



経営状況を判断する指標
①給水原価
水道水を供給するのに要した経費総額を、年間有収水量

で除した値で、水道水１㎥をお客様へお届けするために要
した経費を示す。
この値が低いほど、効率的に水道水を給水していること

となる。

②供給単価
１㎥あたりの水道料金を示す。①の値に近いほど、水道

水を供給する費用が水道料金で賄われていることとなる。
４
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回収率 給水原価 供給単価

５

年度 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５
給水

原価(円) １２９．９７ １４３．１６ １５２．５１ １５４．０７ １４７．０９ １４８．９３ １５４．４１ １５３．２９ １５３．８ １６２．７６ １７８．２

供給
単価(円) １３４．８１ １３３．８２ １３４．３４ １３３．９ １５１．１６ １５４．６２ １５４．３６ １３９．２５ １５３．２２ １４３．７３ １５３．４７

回収率
（％） １０４ ９３ ８８ ８７ １０３ １０４ １００ ９１ １００ ８８ ８６

料金改定 物価高減免コロナ減免



水道は住民生活に必要不可欠なインフラであり、極めて
高い公共性を担っている一方で、「独立採算」で経営され
ていることから企業としての経済性を求められている。

水道事業がおかれている現状としては、昨今の社会情勢
による物価の高騰などが影響し、給水原価が供給単価を上
回る状況が続いている。
その対応策として、業務の効率化による経費削減や水道

施設の統廃合によるコスト削減を行うなど、経営状況の改
善に努めているところである。

まとめ

６


